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１ 包蔵地外

所 在 地 正徳寺 1816-1,1804-1    

調査目的 開発事業（工場）に伴う     

調査期間 平成 27 年１月７日～１月 14日   

調査面積 70 ｍ2        

駒田 真人

調査結果

２ｍ幅のトレンチを３箇所設定し（延長 35 ｍ )、重機にて掘削、人力にて精査したところ、調

査区全体に地表下約 100cm から 200cm 以上まで撹乱を受けていた。撹乱の下は砂礫層であり遺構・

遺物ともに確認されなかった。

調査地全景

TP3 精査状況
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２ 包蔵地外

所 在 地 牧丘町北原 1841- １    

調査目的 開発事業（その他開発 太陽光発電）に伴う     

調査期間 平成 27 年１月 28 日～１月 29 日   

調査面積 10 ｍ2        

駒田 真人

調査結果

 ２ｍ×１ｍのテストピットを５箇所設定し、人力にて掘削、精査したところ、遺構・遺物とも

に確認されなかった。

TP1 精査状況

調査地全景状況
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３ 包蔵地外

所 在 地 歌田 12-1 外４筆    

調査目的 開発事業（宅地造成）に伴う       

調査期間 平成 27 年２月４日～２月６日   

調査面積 60 ｍ2        

調査結果

 ２ｍ幅のトレンチを３本設定し (延長 30ｍ )、重機にて掘削、人力にて精査したところ、遺構・

遺物ともに確認されなかった。

T1 土層断面
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４ 山根古墳群

所 在 地 山根 449    

調査目的 保存目的の範囲確認      

調査期間 平成 27 年２月６日～２月 10日  

調査面積 ８ｍ2        

駒田 真人

調査結果

 耕作中に直径２ｍほどの平たい大型の石材が発見されたと土地所有者から連絡を受け、現地確

認を行った。当該地は山根古墳群の範囲内で、畑の南側の石垣には大型の石材が使用されており、

過去にこの付近に古墳が存在していた可能性が想定されたため、今回の調査に至った。

 本大型石材を中心に十字にトレンチを設定し、人力にて掘削、精査したところ、本石材以外に

人頭大以上の大きさの石材は検出されなかった。また、石室床面にみられる河原石の敷き詰めも

確認されず、須恵器も検出されなかった。これらの状況から、石室が残存している可能性はほと

んど無いと考えられる。可能性としては、付近の別の場所から運び込まれたものか、かつてこの

場所に存在した古墳が破壊され、最も大きい石材のみ運搬できずに埋めたものかのいずれかと思

われる。

 今回の調査では石室等の検出には至らなかったが、掘削深度や範囲の拡張によって古墳の痕跡

等が検出される可能性が残されるため、現地保存とすることとした。

トレンチ掘削状況

T1精査状況
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５ 包蔵地外

所 在 地 歌田 1014 外２筆    

調査目的 開発事業（宅地造成）に伴う       

調査期間 平成 27 年２月 16 日～２月 20 日   

調査面積 90 ｍ2        

駒田 真人

調査結果

 ２ｍ幅のトレンチを３本設定し ( 延長 45ｍ )、重機にて掘削、人力にて精査したところ、T1 で

近世以降の水抜きの暗渠と思われる溝状の遺構が２条確認されたが、遺物は確認されなかった。

T1精査状況 T3精査状況
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６ 包蔵地外

所 在 地 正徳寺 1556-1,1560

調査目的 開発事業（その他開発 駐車場整備）に伴う

調査期間 平成 27 年３月２日～３月 23日

調査面積 ３ｍ2

調査結果

 ２ｍ幅のトレンチを３箇所（延長 45 ｍ ) 及びテストピットを２箇所設定し、重機（テストピッ

トは人力）にて掘削、人力にて精査した。TP2 では扁平な小礫が集中しており、その小礫群の

中及び付近から経石（一字一石経）が数十点出土した。経石出土地点のすぐ南西側の敷地には

日蓮宗の寺院があったとされており、寺院が主体となって造営した経塚であると考えられる。

 経塚が発見された部分については、駐車場の舗装をせずに現地保存とすることとなった。

TP2 精査状況

経石出土状況
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７ 浄居寺城跡

所 在 地 牧丘町窪平地内    

調査目的 開発事業（道路）に伴う       

調査期間 平成 27 年４月 21 日～４月 23 日   

調査面積 ３ｍ2        

 駒田 真人

調査結果

当該地は浄居城址の切岸の可能性がある斜面下に位置しており、堀が想定される範囲内で調査

を行った。１ｍ×１ｍのテストピットを３箇所設定し、人力にて掘削・精査したところ、テストピッ

ト１では、地表下 115cm 以深で水分を多く含む黒褐色土層となり、150cm ほど掘削したが、地山

面には達しなかった。遺構・遺物は確認されなかった。堀の中を掘削している可能性もあるが、

調査対象範囲の幅は約２ｍと狭く、これ以上の確認は不可能であった。今回の調査範囲は道路拡

幅部分であるが、範囲が狭く遺構等の確認が困難であるため、工事立会により確認することとし

た。

TP1 精査状況

TP2 精査状況
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８ 包蔵地外

所 在 地 小原西 42外４筆    

調査目的 開発事業（宅地造成）に伴う     

調査期間 平成 27 年４月 27 日～５月１日   

調査面積 155 ｍ2        

駒田 真人

調査結果

２ｍ幅のトレンチを４本設定し（延長 77 ｍ）、重機にて掘削、人力にて精査したところ、時期・

性格不明のピット２基及び溝１条が検出された。遺物は検出されなかった。遺構については、覆

土と断面の観察から近世以降のものである可能性が高い。

T1精査状況

ピット検出状況
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９ 窪八幡神社社家坊中群

所 在 地 南 1245-1、1247-1、1266-1    

調査目的 開発事業（店舗）に伴う       

調査期間 平成 27 年６月 22 日～６月 27 日   

調査面積 80 ｍ2        

駒田 真人、浅田 実希

調査結果

幅２ｍのトレンチを４箇所（延長 40 ｍ）設定し、重機にて掘削、人力にて精査したところ、

T2、T3、T4 では地表下約 30cm ～ 50cm で礫層となり、T1 では地表下約 90cm で河川性の砂層となっ

た。砂礫層は笛吹川の氾濫による自然堆積である可能性が高いと判断した。また T3、T4 から土

師質土器、陶器、磁器等の遺物が出土したが、耕作土及び礫層中からの出土であるため、河川の

氾濫によって流れ込んだものであると判断した。

T1精査状況 T2精査状況
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10 久保遺跡

所 在 地 牧丘町東 1883-1    

調査目的 開発事業（道路）に伴う       

調査期間 平成 27 年９月 14 日   

調査面積 ４ｍ2        

駒田 真人

調査結果

１ｍ×１ｍのテストピットを４箇所設定し、人力にて掘削・精査したが、遺構・遺物とも確認

されなかった。

トレンチ設定状況

TP1 精査状況
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11 包蔵地外

所 在 地 上栗原地内    

調査目的 開発事業（農業基盤整備事業）に伴う      

調査期間 平成 27 年９月 24 日～９月 29 日   

調査面積 12 ｍ2        

駒田 真人

調査結果

１．５ｍ×１ｍのテストピットを８箇所設定し、人力にて掘削・精査した。いずれのテストピッ

トも地表下約 50～ 100cm 以深では砂礫層となり、遺構・遺物とも確認されなかった。

TP1 精査状況

TP3 精査状況
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12 高畑遺跡

所 在 地 大野 2010-4 外４筆    

調査目的 開発事業（農業基盤整備事業以外の農業関係

            事業）に伴う       

調査期間 平成 27 年９月 24 日～ 10 月 23 日   

調査面積 120 ｍ2        

調査結果

調査地は平成 17年に調査が行われた高畑遺跡（共選所建設地点）に隣接する土地である。

幅２ｍのトレンチを６箇所（延長 60 ｍ）設定し、重機にて掘削、人力にて精査を行ったところ、

各トレンチから土師器、須恵器等の遺物が出土した。

T2では地表下50cmの広い範囲で炭化物が検出され、焼失住居の可能性が考えられる(１号住)。

T3 では地表下 25cm で遺物包含層となり、平安時代の住居跡が１軒検出された ( ２号住 )。遺構の

南側では地表下 30cm から完形に近い土師器が 20 点ほど折り重なった状態で出土した。

T4 ではかまどに伴うものと思われる焼土の分布を確認したが、住居プランの検出には至らな

かった。

T6では地表下30cmから時期、性格ともに不明の溝状の遺構が検出され、遺構全面から土師器片、

須恵器片が出土した。

平成 17 年に行われた調査では平安時代の住居跡が３軒検出されている。今回の調査結果と併

せて遺跡中央付近から南西方向に平安時代の住居が広がっていることが確認された。

今回は試掘・確認調査であるため、遺構検出と時代・性格を判定するための部分的な掘削にと

どめた。遺構確認面は現地表下 25cm であり、今回遺構が検出された範囲は 20cm 盛土され、30cm

以上の保護層が確保されるため、現地保存とすることとした。

T1精査状況 T3精査状況
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13 天神原遺跡

所 在 地 下井尻地内    

調査目的 開発事業（農業基盤整備事業）に伴う      

調査期間 平成 27 年 10 月５日～ 10 月８日   

調査面積 11 ｍ2        

駒田 真人

調査結果 

１ｍ×１．５ｍのテストピットを７箇所設定し、人力にて掘削・精査した。TP2 で近世以降の

陶磁器及び時期不明の土器の小破片を検出したが、撹乱中からの出土であった。遺構は確認され

なかった。

TP2 精査状況

TP4 精査状況
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14 包蔵地外

所 在 地 万力地内

調査目的 開発事業（農業基盤整備事業）に伴う

調査期間 平成 27 年 10 月 13 日～ 10 月 15 日

調査面積 ８ｍ2

調査結果

テストピットを６箇所設定し、人力にて掘削・精査した。工事範囲内の大部分で撹乱の影響を

受けており、遺構・遺物とも確認されなかった。

TP3 精査状況

TP4 精査状況
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15 切通南遺跡

所 在 地 東地内    

調査目的 開発事業（農業基盤整備事業）に伴う      

調査期間 平成 27 年 10 月 22 日～ 10 月 27 日   

調査面積 10.5 ｍ2        

 駒田 真人

調査結果

１ｍ×１．５ｍのテストピットを７箇所設定し、人力にて掘削・精査した。調査範囲の大部分

で撹乱がみられ、遺物・遺構等は確認されなかった。

TP1 精査状況

TP2 精査状況



17

16 萱刈遺跡

所 在 地 東地内    

調査目的 開発事業（農業基盤整備事業）に伴う     

調査期間 平成 27 年 10 月 28 日～ 10 月 29 日   

調査面積 ９ｍ2        

駒田 真人

調査結果

１ｍ×１．５ｍのテストピットを６箇所設定し、人力にて掘削・精査したが、遺構・遺物とも

確認されなかった。

TP4 精査状況

TP5 精査状況



18

17 大堀遺跡

所 在 地 小原西 500-1、500-2、500-3、502-3

調査目的 開発事業（宅地造成）に伴う

調査期間 平成 27 年 11 月 17 日～ 11 月 27 日

調査面積 54 ｍ2

調査結果

  幅２ｍのトレンチを３箇所（延長 27ｍ）設定し、重機にて掘削、人力にて精査を行ったところ、

T1 では遺構・遺物とも検出されなかった。T2 からは溝１条を検出した。T3 からは土師器小破片

が数点出土したが、遺構は検出されなかった。

  いずれのトレンチでも地表下約 40cm ～ 50cm で黒褐色土層となり、敷地西側から東側にかけて

同様の層が広がっていることを確認した。土師器片はこの層中から出土している。T2 で検出さ

れた溝はこの黒褐色土層に入り込む形で確認され、底部に小礫を伴うことから近代以降の暗渠排

水であると思われる。

  今回の開発で道路部分については遺構等が存在する可能性は低いが、宅地部分については住宅

を建築する際に協議が必要となる。

T1精査状況 T3設定状況
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18 歌田金桜遺跡

所 在 地 歌田 447-1

調査目的 開発事業（個人住宅）に伴う

調査期間 平成 27 年 12 月４日

調査面積 16 ｍ2

調査結果

幅２ｍのトレンチを１箇所（延長８ｍ）設定し、重機にて掘削を行ったところ、地表下 40cm

で河川性堆積層となり、遺構・遺物は確認されなかった。

T1掘削状況 T1土層断面
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19 高畑遺跡

所 在 地 大野 2001-8、2001-9、2002-1、2002-4    

調査目的 開発事業（農業基盤整備事業以外の農業関

            係事業）に伴う       

調査面積 平成 27 年 12 月８日～ 12 月 14 日   

調査面積 23 ｍ2        

 浅田 実希

調査結果

幅２ｍのトレンチを 1 箇所（延長 10 ｍ）設定し、重機にて掘削、人力により精査を行ったが、

地表下 70cm で河川性の堆積層となり遺構・遺物は検出されなかった。堆積状況を確認するため

サブトレンチを設定し掘削したが、地表下約 150cm まで同様の層が続いていた。また、１ｍ×１

ｍのテストピットを３箇所設定し、人力で掘削、精査したが、遺構・遺物は検出されなかった。

T1精査状況 TP1 精査状況
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20 三ヶ所遺跡

所 在 地 三ヶ所 809    

調査目的     

調査期間 平成 27 年 12 月 15 日～ 12 月 17 日   

調査面積 ４．５ｍ2        

調査結果

１ｍ×１．５ｍのテストピットを２箇所設定し、人力で掘削、精査したところ、TP1 から時期・

性格不明の溝が１条検出された。溝は敷地西側に向かって延びているものと思われる。遺物は出

土しなかった。

TP2 精査状況

TP1 精査状況
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遺跡分布図 (市全体図 )
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